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③ 5 つの 義務の サラ ーの 規定 時間 


参 崇高なる アツ ラーは 全ての ムス リム 男女に、 1 畳 巧に 5 回の サラ ーを 義務付けられ まし 
た。 

• 義務の サラ ーの 規定 時間は な 下の 通りです： 

1 ーズ 'フルの 時間 ： 太陽が 正中から 傾く 頃から、 全ての 影が その物 自体の 長さと 同じ 長さ 
になる 頃までで す （この 時、 太陽が 正中に ある 時点に おいても 存在して いる 影の 長さは 差 
し 引きます)。 ズ フルは これらの 時間帯の 初めに 行う ことが 最良です が、 酷暑の 場合には （時 
間 帯から 出て しまわない 限りに おいて） 遅らせて 暑さを 凌ぐ ことが スン ナ 1 です。 ズ フルの 
サラ ーは 4 ラク ア から 成って います。 

2 — アスルの 時間： ズ フルの 時間帯の 終了 時から、 太陽が 黄色くなる 頃までで す。 何ら か 
の 理由で それまでに 行えなかった 場合は、 太陽が 沈む 前までに 行う ことが 出来ます。 早い 
時間帯に 行う ことが スン ナ で、 4 ラク ア から 成って います。 

3 — マ グツブ の 時間： 日没から、 その 際に 現れる 赤い 残光が 消失す るまでで す。 早い 時間 
に 行う のが スン ナ で、 3 ラク ア から 成ります。 

4 ー イシ ヤーの 時間： 日没後の 赤い 残光が 消える 頃から、 夜半まで です。 何ら かの 理由で 
それまでに 行えなかった 場合は、 真の ファ ジュノ レ （晚） 2 の 時間までの 間に 行う ことが 出来 
ます。 もし 可能であれば、 夜の 3 分の 1 が 過ぎる まで 遅らせる のが 最良です。 4 ラク ア から 
成ります。 

5 — ファ ジュノ レの 時間： 真の ファ ジュ ルから、 太陽が 昇る までです。 早めに 行う のが 最良 
で、 2 ラク ア から 成ります。 

ブライダ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 ある 男が 預言者 （彼に アツ ラーから 
の 祝福と 平を あれ） に、 サラ ーの 時間に ついて 訊ねました。 それで 頒言 者が 彼に こう 
言いました：‘ r これらの 間 （つまり 2 日間） 我たち と サラ ーせ よ。" 

そして （1 日 目は） 太陽が （正中から） 傾いた 時、 ビラールに 命じて ア ザ' ーゾを させ、 
それから ズ フルの イカ ー マ 4 を 命じ ま した。 それから 太陽が 真っ白 で 高 レ 、位置に ある 時に、 


I 訳者 注： 預言を ムハンマド （彼に アツ ラーの 祝福と 平を あれ） の 示した 手法 や 道の こと。 ムス リムは 可 
能な 限り、 彼の スン ナを 踏襲す るべき であると されて います。 

2 訳者 注： イス ラーム 法に おける ファ ジュル （晚） には 2 つ あり、 偽の ファ ジュ ルと 真の ファ ジュ ルが あ 
りまん 前を は 夜明け 前に 縦に 伸びる 光た 後を は 全体 的に 広がって くる 光です。 

3 訳を 注： 化 拝 時間に 入った ことを 告知す る 呼びかけ のこと。 詳しくは この 章の 「ア ザーンと イ カーマ」 
の 項を 参照の こと。 

4 訳者 注： 化 拝ボ 開始され たこと を告 かする 呼びかけ のこと。 詳しくは この 章の 「ア ザーンと イ カーマ」 
の 項を 参照の こと。 
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彼に 命 じて アスルの イ カーマを 命じ ま した。 そして マ グリ ブのイ カーマは 太陽が 沈んだ 時 
に 命じ、 イシ ヤーの イ カーマは （日没後の） 残光が 消えた 時に 命じました。 それから ファ 
ジュ ルの イカ ー マは、 黎明が 訪れた 時に 命じました。 

そして 2 日 目には ズ フルを 遅らせて 暑さを 凌ぐ ように 命じ、 暑さを 凌ぎつつ それを 大変 
遅らせました。 そして 太陽が まだ 高い 位置に ある 時に アスルを しました が、 前日よりは 遅 
ら せました。 また マグ リブは （日没の） 残光が 消え まる 前に 行い、 イシ ヤーは 夜の 3 分の 1 
が 過ぎてから 行いました。 そして ファ ジュ ルは 朝の 光が 広がり 始める 頃に 行いました。 

それから （預言者は） 言いました：" サラ ーの 時間を 訊ねた 者は どこ だ？" それで 件の 男 
は 言いました:" 程で も アツ ラーの 使徒よ。" 頒言 者は） 言いました： サラ ーの 時間は、 
あなたが 見た 2 つの （両端の 時間の） 間で ある。"」 （ムス リムの 伝承 5 ) 

参 暑さが 厳しい 時は、 ズ フルを アスル 近くまで 遅らせる のが スン ナ です。 預言者 （彼に ア 
ツ ラーからの 祝福と 平 まあれ） はこう 言いました： 「暑さが 厳しい 時には、 サラ ー （ズ 
フル） を 遅らせよ。 酷暑とは、 地獄の 業火からの 余熱な ので あるから。」 （アル =ブ ハー 
リーと ムス リ ムの 伝承 6 ) 

参 時刻の 不明瞭な 状況 下での サラ ーの 時間： 

夏には 太陽が 沈まず、 冬には 昇らない ような 地域、 あるいは 昼と 夜が 交互に 半年ず つ 継 
続す るよう な 地域では、 義務の サラ ーの 各 規定 時間の 区別が つく 最 寄の 地域の 規定 時間に 
従い、 24 時間 中に きちんと 5 回の 義務の サラ ーが 行える ようにし ます。 


) サ ヒー フ •ムス リム （613)。 

6 サ ヒー フ .アル =ブ ハーリー じ 36)、 サ ヒー フ •ムス リム （616)。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 



